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今月のおもな記事

。4月8日は

県議選投票日……（2)

。7k岡利用

再編対策ついて・・・…（3)

。f千李火災予防運動....・ H ・.(4) 

「民家をたずねて」を
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4
月

8
日

は

県
議
会
議
員
選
挙
投
票
日

昭和 54隼 3 月 I0日
月刊｛毎月 I0目指行）

⑨
選
挙
の
投
票
資
格

日
山
県
議
会
議
員
選
議
が
3
月
幻
日
告

示
さ
れ、

4
月
8
日
（
U
）
に
行
わ
れ
ま

す
。。

選
挙
の
投
梨
資
約

間
和
制
年
3
月
ロ
日
（
Mm勘
平
日
）
現
伝

で
、
朝
日
町
に
引
き
続
き
3
カ
月
以
上

〈
間
利
回
年
ロ
月
ロ
臼
以
前
か
ら
住
民
援

録
が
な
さ
れ
て
い
る
人
）
住
ん
で
お
り
、

間
利
M
年
4
月
8
日
（
巡
拳
期
日
）
現
代

で
満
却
歳
（
昭
和
制
年
4
月
9
日
以

H

川
に

生
ま
れ
た
人
）
に
述
し
て
い
る
人
〈
た
だ

し
公
民
権
停
止
な
ど
の
欠
絡
桜
山
の
な
い

人〉

...・· · ·• 2 8 3号ひいさあ

郵

便

で

不
在
者
投
票
が

で

き

ま

す

報

身
体
に
重
皮
の
障
川
の
あ
る
方
は
、
所

定
の
手
続
き
を
す
れ
ば
、
自
宅
等
で
投
烈

用
紙
に
記
峨
し
、

郵
送
す
る
万
法
で
投
票

が
で
き
ま
す
。
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一郵
便
に
よ
る
不
在
者
誓
療
が
で
き
る
人

選
以
F
権
の
あ
る
人

①
身
体
関
宵
悼
利
下
艇
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
で

？
州
下
版
、
体
併
の
防
山
内
に
あ
っ
て

は、

l
級
又
は
2
級
に
該
当
す
る
人

イ
心
臓
、
じ
ん
蹴
も
し
く
は
呼
般
器

防
討
に
あ
っ
て
は
、

1
級
文
は
3
級

に
該
当
す
る
人

ウ

両

下
肢
等
の
障
害
の
程
度
が
、
前

記
ア

・
イ
と
同
程
度
と
知
事
が
証
明

し
た
人

①

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
で
、
陣
容
の
程
度
が
、
前
記
ア
・

イ
・
ウ
と
同
程
度
の
人

郵

便

役

黒

鉦
明
．
が
必

獲
で
す

前
記
①
・
①
に
該
当
す
る
人
は
郵
便
に

よ
る
不
住
者
投
媒
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の

際
、
選
惨
管
理
委
員
会
が
宛
行
す
る
郵
便

投
梨
証
明
穫
が
必
．
喪
で
す
。

一郵
便
鈴
鹿
市経
明
書
の
交
付
－

Z一は
」

本
人
が
署
名
し
た
交
付
申
請
書
に
、
身

体
障
答
者
手
帳
等
を
添
え
て
選
挙
管
理
委

員
会
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
選
管
で

審
査
の
う
え
該
当
す
る
万
に
は
郵
送
で
証

明
書
を
交
付
し
ま
す
。

一有
効
一期
限
が
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か

一

乙
の
郵
便
投
渓
証
明
暗
習
の
有
効
期
聞
は

4
年
間
で
す
。
有
効
期
限
が
過
ぎ
る
と

投
票
用
紙
等
の
間
求
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。近

々
、
有
効
期
限
が
く
る
方
は
、
早
急

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
役
厳
選
挙
管

理
祭
賞
会
へ
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（宮
3
H
1
1
0
0内
観
的
蓄
）

オ
ヲ

4
月
か
ら
、
国
民
年
金
の

乞
ト

保
険
料
が
、
現
在
の
2
・
7

Y
J

3
0円
か
ら
3
・
3
0
0
円

け

μ
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

け
け

こ
れ
は
、
昨
年
の
7
月
に

Z
5
拠
出
年
金
、

8
月
に
福
祉
年

’

制

μ
金
の
年
金
額
が
そ
れ
ぞ
れ
引

川

料

き
上
げ
ら
れ
た
乙
と
に
さ

れ

険

も
の
で
す
。

U
コ
本

ご
存
知
の
よ
う
に
、
国
民

1
十

l
ト
j

年
金
の
作
金
額
は
、

生
活
水

一

一

一

穫

の

変

化
な
ど
に
応
じ
て
自

一
弘
巳

一
動
的
に
改
着
さ
れ
る
と
と
に

一

d
J

一
な
っ
て
い
ま
す
。

一

＝－

一
と
こ
ろ
で
、
乙
の
年
金
給

－n』
一
付
の
財
甑
は
、
加
入
者
の
納

一
2
・》

一
め
て
い
る
保
険
制
村
と
国
庫
金

一

E
E
一
の
阿
万
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

一

t
l
一
ま
す
。

二
玉
一

一

ζ

の
た
め
、
年
金
額
が
引

一
一
き
上
げ
ら
れ
た
と
き
は
、
そ

r
i
l－
－
』
れ
に
応
じ
て
保
険
制
村
も
引
き

上
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

な
お
、
付
加
保
険
料
は
、
従
来
ど
お
り

月
額
4
0
0
円
に
針
置
か
れ
ま
す
の
で
、

付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
た
万
は
、
月
制

3
，
7
0
0円
に
な
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
て

い
ま
せ
ん
か

ワ

国
民
年
金

4
m介
〈
l
t
3川
分
）
の

保
険
料
を
も
う
納
め
ら
れ
ま
し
た
か
。

納
め
て
お
ら
れ
わ
砧
い
U
H
は
、
忘
れ
ず
に

今
月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う。

納
め
忘
れ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
と

将
米
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
な
ど
で
わ
か
ら
な
い
乙

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
住
民
課
国
民

年
金
係
〈
舎
3
H
1
1
0
0内
線
泊
番
〉

ま
た
は
、
魚
崎
博
社
会
保
険
事
務
所
業
務
課

（雪
0
7
6
5
H
M
H
1
4
6
4
）
へ
お

た
す
ね
く
だ
さ
い。

固
定
資
産
課
税
台
帳

縦
覧
の
お
知
ら
せ

(2) 

附
利
日
年
度
川
定
資
産
税
賦
課
の
基
木

と
な
る
七
地

・
み
Mm
・
伯
刈
資
産
の
評
側

額
が
設
載
し
で
あ
る
凶
定
資
産
課
税
台
帳

を
、
次
の
日
程
に
よ
り
凶
係
者
の
縦
覧
に

供
し
ま
す
の
で
、

期
間
中
に
縦
覧
さ
れ
ま

す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

－v縦
覧
の
場
所

制
日
町
役
場
税
務
訓

V
縦
覧
の
則
附

4
月
2
臼
か
ら
4
川
引
日
ま
で

’vN
級
の
山
中
し
以
て

4
月
2
円
か
ら

5
月
！
日
ま
で

附
利
目
何
時
限
は
、
基
準
年
度
に
あ
た
り

ま
す
の
で
、
詳
側
．額
が
農
地

・
宅
地
・
山

紘

・
そ
の
他
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
引
き
上
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

家
出
に
つ
い
て
は
、
一
激
初
築

・
取
り
乙

わ
し
及
び
売
買
、
附
与
等
、
問
和
日
年
成

中
に
異
動
が
あ
っ
た
納
税
者
以
外
の
万
は

昨
年
の
評
価
額
が
肘
え
置
き
に
な
り
ま

す
。な

お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
税
務

課
資
産
税
係
（
雪
3
H
1
1
0
0内
線
別
）

へ
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

移動県民相談室

3月23日（金） 13時～16時

朝日町栴祉七ンター

県政についての相談・ it（常・

怠見等の｛也、拡都flU岨・人橋：u
答 ・役所に対する不満など、お

困りの問闘をお~：iちの万は、お
気軽においでください。

主催富山県魚津地万県民相談室
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水
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編
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し
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。朝

日
町
に
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け
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笑
制
は
、
転
作
日
照

耐
綴
1
2
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・
5
訟
に
対
し
、

1
3
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・

7
D（
う
ち
、
通
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胞
行
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S）
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川

町
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回
る
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な
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ま
し
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ωロω
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計
そ

固
か
ら
急
き
ょ
指
ぶ
さ
れ
た
施
策
の
た

め
、
米
の
単
作
地
俄
で
あ
り
、
優
良
米
の

生
産
地
と
し
て
本
町
に
と
っ
て
は
戸
惑
い

が
隠
せ
ず、

面
積
だ
げ
を
と
な
す
と
い
う

一
時
し
の
ぎ
の
対
－
U
の
域
を
出
な
か
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

乙
の
対
策
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
実
施

さ
れ
る
と
と
か
ら
、
計
噸
間
性
並
び
に
収
益

牲
を
考
慮
に
入
れ
た
転
作
が
強
く
望
ま
れ

ま
す
。ω削

何
年
度
の
転
作
目
標
面
積

本
町
の
昭
和

M
年
度
引
転
作
等
目
標
間

績
の
配
分
は
、

1
2
1
・
9

P
で
あ
り
、

乙
の
内
訳
は
、
純
粋
な
転
作
分
と
し
て

1

2

0
・
9

P、
通
年
ル
施
行
分
と
し
て
川

p

と
な
っ
て
お
り
、

昨
年
と
比
鮫
し
ま
す
と

転
作
に
お
い
て

M
P
の
地
加
と
な
り
ま

す
。乙

れ
は
、
間
以
内
で
の
土
地
改
良
事
業
に

伴
う
通
年
施
行
の
H
H
込
み
分
が
確
保
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
見
合
う
分
が
附

加
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

転
作
率
で
は
、
昨
年
が
刊
v
h
で
あ
っ
た

も
の
が
今
年
は
じ
わ
と

Mrmえ
る
こ
と

に
な
り
、

ζ

の
こ
と
は
例
え
て
み
ま
す
と

l
C耕
作
し
て
い
る
農
家
で
あ
れ
ば
転
作

面
積
で
約
M
々
の
附
加
と
な
り
ま
す
。

胤
民
家
の
み
な
さ
ん
の
御
協
刀
を
お
闘
い

い
た
し
ま
す
。

ω集
団
転
作
の
推
進

昭
和
M
年
度
の
転
作
は
、

長
期
的
な
視

点
に
立
っ
た
対
応
が
訓
．地
で
あ
る
と
忠
わ

れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
収
益
性
の
高
い
作
物

の
選
定
と
定
着
を
促
進
す
る
体
制
づ
く
り

が
必
裂
で
す
。

特
に
、
地
峡
ぐ
る
み
の
げ印刷
し
合
い
に
拡

づ
い
た
集
団
転
作
を
進
め
る
必
泌
が
あ
る

と
似
わ
れ
ま
す
。

日
年
度
に
お
い
て
H
集
滋
で
集
川
転
作

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

H
R
－M
金
で

mw，

当
り
1
万
9
千
川
が
加
算
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
ま
す
し
、
集
川
的
に
転
作
が
実
施
さ

れ
る
た
め
、
土
地
利
則
や
繊
械
利
用
の
而

で
も
有
益
で
す
。

こ
の
よ
う
な
利
点
と
と
も
に
長
期
的
に

実
施
さ
れ
る
氷
川
利
川
両
制
対
策
の
対
応

に
あ
た
っ
て
は
、

砂
川
倒
的
に
定
着
化
を
阿

る
ζ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
制
緩

的
に
鉛
港
内
の
げ印刷し
へ
川
い
を
通
じ
て
維
進

し
ま
し
ょ
う。

昭
和
M
例
年
産
米

予
約
限
度
数
量
に
つ
い
て

附
和
M
年
産
米
山一

r約
似
皮
敬
川
引
は
、

う
る
ち
米
、

9
9
，
H
5
5
山
、
も
ち
米

4
，
9
8
3山
、
へ
川
UA
1
0
4
，
6
3
8

依
の
配
分
が
あ
り
、

昨
作
と
比
較
し
て
、

う
る
ち
米
3
5
7依
の
地
と
な
っ
て
い
る

も
の
の
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
転
作
等
目

標
面
積
〈
ほ
場
照
的
に
よ
る
通
年
随
行

分
）
の
減
少
分
一
切
μ
に
相
、
す
る
も
の

で
、
昨
年
通
作
施
行
の
な
か

っ
た
川
に
お

い
て
は
、
昨
年
と
川
、J
の
数
H
M
と
な
り
烹

す
。宮

市
た
、
も
ち
米
に
お
い
て
は、

昨
年
と

同
じ
数
ほ
で
す
か
ら
、
別
総
内
で
昨
年
版

み
の
数
温
を
確
似
十ゆ
る
必
泌

が
あ
り
t
d

す。
乙
れ
ら
の
限
附
内総同
唱
の
例
人
別
配
分
に

つ
い
て
は
、
地
公
3
カ
年

ω山
川刊
災
級
等

を
川
剛
架
し
た
う
え
JJ

・、
5
川
中
に
配
分
す

る
予
定
で
す
。

今
年
の
農
作
業
の

〈
箆
純
一
鈴
〉
決
ま
る

今
年
の
良
作
業
賃
金
と
農
業
績
繊
の
照

準
料
金
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

O
版
周
労
働
賃
金

。
一
日
当
た
り
の
農
作
業
賃
金

岡
山

5
，
o
o
o円

次

3

，
8
0
0円

パい
聞紙暗黒
横
憾
の
叩

γ
l
w
三
反
歩
）

当

り
脈
融
唱
料
金

ず

－
m

り

ま
一
一
布

当

合
一
一
散

刷

ハ同

ス

mM

刷

－
ト

閣

内

川

円

門

川

川

円

円

円

c
hz
uE
《

HV《
H
v
n
H
u
n
H
V
《

H
V

内

HU
A
H
u
n
H
U

内
川
u

・

7
A
E
n
w
n
v
n
H
v
n
H》

n

v

n

u

n

v

n

u

p
HV

一

向

b
q
u
ζ
J
R
J
Rl

v

n

u

n

U

A守

一f
f
a
u
n
u
－
－

k

d

n

U

F「
u

q

u

一
F

I

l

l

－

－，

き

り

卜

幣
み
山
川
駅
み
…
引

の
、
、
き
の
か
で

際
起
起
起
か
起
起
ま

附

mmm代
初
紛
げ

rh
．
1
倒

．

ー
｜
跡
内
，汁

判
J

川
1

早

川

句

作

一般

一
ケ
除

一体

ト

ー

防

一
小

蚕摘

述

拙

機

ぽJt

111 

。
賄
い
は
で
き
る
だ
け
簡
素
に
し
て
、

各
作
業
と
も
附
川
女
5
0
0円
程
度
と

す
る
伶

。
農
業
燐
械
の
似
燃
料
合
に
つ
い
て
は

耕
地
の
条
件
な
ど
に
よ
り
本
協
定
制

よ
り
2
川
以
内

ω刷
叫
が
で
き
る
も

の
と
す
る
。

η作
業
時
間

午
前
7
時
拘
分
か
ら
午
後
1
時
却
分

ま
で
、
出
食
時
聞
は
1
時
間
、
休
翻

附
間
午
前
、
午
後
と
も
そ
れ
ぞ
れ
泊
分

と
す
る
。

(3) 

噌

I
F
O
E
－v
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そ
れ
ぞ
れ
の

持
場
で
生
か
せ

火
の
用
心

昭
和
問
例
年
春
季
火
災
予
防
運
動

r
，V

、

’n s 3号

乙
の
運
動
は
、
空
気
が
異
常
に
乾
燥

し
、
強
風
が
吹
く
乙
と
の
多
い
時
期
に

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
高
湯
を
図
り
、

広
く
町
民
の
審
火
心
を
喚
起
す
る
と
と
も

に
火
災
に
よ
る
悲
惨
な
事
故
や
、
貴
重
な

財
産
の
掲
失
を
防
止
す
る
と
と
を
目
的
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

由
R
憧
周
期
間

3
月
泊
日
t
3月
お
円

ひさ

重
点
目
領

－あ

付
幼
児
、
老
人
、
身
体
不
自
由
者
等
を
巾
・

心
と
し
た
、
燐
死
防
止
対
策
の
徹
底

同
異
常
乾
燥
時
お
よ
び
強
風
時
の
火
災
予

事H

防
対
策
の
徹
底

日開
〕
ア
パ
ー
ト
、
ホ
テ
ル
、
雑
居
ピ
山
川
等
の

自
主
防
火
管
理
体
制
の
確
立

同
地
震
災
害
に
対
す
る
防
火
対
策
の
舷
立

広

〈金
固
い

っ
せ
い
実
骨
m
g項
〉

昭和32年 8月 S目
第 3・ 郵便物毘珂

村
家
庭
の
防
火
対
策

伺
慮
外
の
防
火
対
策

同
事
業
所
に
お
け
る
防
火
対
策

岡
林
野
火
災
お
よ
び
車
両
火
災
の
防
止

な
お
期
間
中
は
次
の
裂
舗
で
サ
イ
レ
ン
を

吹
嶋
し
ま
す

－
期
間

3
月
m
H
t
3月
お
日

－
吹
嶋
方
法

朝
7
時
夜
9
附
の
2
回

｜

｜

休

｜

｜

休

ゆ
秒

6
秒

悶

秒

6
秒

ぷ｜
消

防

団

春

季

演

習

－

1
3
月
お
日

（日
〉
｜
｜

朝
日
町
消
防
団
の
務
季
演
習
が
朝
日
町

全
域
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
す
c

当
日
は
サ
イ
レ
ン
を
附
ら
し
ま
す
の
で

火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す。
マ
期
日

3
月
お
日

〈日〉

マ
場
所

マ
時
間

朝
日
町
全
域

・
午
前
／
附

（
抑
制
由
招
集
信
号
）

－
午
前
8
時

t午
前
口
時

（
消
防
車
サ
イ
レ
ン

吹
嶋
立
問
）

な
お
、
当
日
午
前
中
に
町
内
全
滅
で
消

防
車
が
放
水
訓
練
を
行
い
ま
す
の
で
、
洗

た
く
物
な
ど
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

j定富j
；例山；
：表第：
j彰防j
数

表彰の栄

の々

来
る
3
月
お
日
朝
日
町
消
防
団
存
季
演

出
中
け
の
際
、
次
の
飯
山
川
員
お
よ
び
家
燃
に

対
す
る
表
mw伝
述
を
行
い
ま
す
。

八
日
本
消
防
協
会
畳
表
彰
V

－
勤
続

nm

第
4
分
間

川川町、
A
J
叫
川

y
d
、

t
n
，Aノ
l
r
I
E
9

凶
睦
沢
布
必
勝

向
。

〈
富
山
県
知
事
表
影
。

．
幼
績
章

第

3
分
間

・
精
勤
章

第

5
分
団

￥
J
村
H
Zて

J
q
J
aゎ
’
E
E．，

作

川

光

治

部

長

勝

川

陀

〈
富
山
県
消
防
也
会
長
表
彰
〉

．
幼
綴
膏
花
市

第
3
分
間

ffi; 

iモ

川

巾

幸

雄

・
山
績
賞
花
市

第
2
分
間

訓
分
同
長

山

阿

川

佐

－
勤
続
銀
窓

第

1
分
間

第
2
分
間

第

3
分
間

第

4
分
間

第

5
分
間

第

6
分
間

グ Hf.// l・J1 // Hf. 

川l村岡高 IU竹

l雌口 岡島崎内

雄前 lE 久竹

石 WJ男猛夫与

N'. 同長

－
勤
続
緑
花
市

第
3
分

間

副

分

川

長

川

中

仰

挙

第
3
分

間

班

長

勝

原

尖

第
3
分

間

州

長

大

島

健

消

第
4
分
間

部

長

爪

川
崎
太
郎

第
6
分

間

州

民

水

島

和

之

－
優
良
機
関
白

第
6
分
間

出
色
沼

川

川

幻

谷

．
家
族
に
対
す
る
感
謝
状

胞
熊
和
子

〈
本
部
川
以

越
沢
典
子

脱
出
出
資
正
氏
饗
）

（第
4
分
間
山
分
川
長
越
沢
希
山
山
氏
姿
）

川
勝
沢
幸
子

第
5
分
間
班
長
級
沢
一川
治
氏
主
）

－
永
年
勤
続
退
団
指
憾
謝
状

元
第
2
分
間
州
分
川
長
住
古
久
雄

元
第
3
分

同

部

長

長

谷

勇

宰

元
第
4
分
同

部

長

魚

住

獅

雄

元
第
4
分

同

期

以

吉

江

芳

忠

元
第
4
分

川

肌

長

佐

渡

氏

一

元
第
4
分
川

wm

長

泊

分

消

次

毎
月

1
日
と
向
日
は

交
通
安
全
県
民
の
日

昭
和
川
町
年
か
ら
災
地
し
て
き
た

「交
通

安
全
模
範
の
日
」
も
す
で
に
け
年
余
経
過

し
、
そ
の
間
の
モ

ー
タ
リ
ゼ
l
シ
ョ
ン
の

進
展
等
に
よ
り
「
大
量
交
通
時
代
」

「県

民
皆
免
許
時
代
」
を
迎
え
、
交
通
情
勢
は

郎
氏
容
し
、
多
織
化
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
に
対
応
し
、

交
通
事
故
の
絶
仰
を
期
す
る
た
め
、
県
民

の
す
べ
て
が
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、

1

人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通

秩
序
の
確
点
を
身
を
も
っ
て
災
現
す
る
日

と
し
て

「
交
通
安
全
保
氏
の
日
」
を
設
定

し
3
月
！
日
か
ら
実
施
ざ
れ
ま
し
た
。

j倒
11：正
月日

g
i
l－
－

E
J
E
t－
 

1

1
1
 

噌

l
h
h
x
b

制

大
き
く
な
っ
て

帰
っ
て
こ

t
い

(4) 

ー
ー
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
｜
｜

朝
日
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
水

姥
資
源
の
健
保
、

m舶
の
た
め
サ
ケ
・
マ

ス
の
人
工
ふ
化
附
舶
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
ふ
化
場
で
は
、
昨
年
サ
ケ
の

組
魚
よ
り
採
卵
し
ふ
化
し
た
も
の
が
、

4

t
5践
に
成
長
し
た
の
で
、
l
回
目
の
版

流
が
小
川
で
お
ζ

な
わ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
境
川
、
笹
川
に
お
い
て
も
数
回
に
分
け

欣
流
さ
れ
ま
す
。

サ
ケ
は
、
生
れ
た
河
川
に
民
っ
て
く
る

回
耐
性
の
魚
で
す
。
現
在
2
0
0カ
イ
リ

時
代
に
入
り
、
日
本
の
漁
場
が
狭
め
ら
れ

て
い
る
お
り
、
臥
タ
ン
パ
ク
の
確
保
に
大

い
に
希
望
が
・
も
た
れ
て
お
り
、

4
年
後
に

は
大
き
な
親
魚
と
な
っ
て
く
る
こ
と
を
期

待
さ
れ
ま
す
。
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朝
日
町
出
身
の
ニ
氏

大
学
教
授
に

筑

波

大

学

敏

授

火
官
俊
明
氏
（
塑

東
京
郎
品
川
区

上
大
崎
花
住

倹
浜
市
立
大
学
教
授

’I 2 8 3号

~~j》
E ・

償 U
f下 a~ m 
光 市 太
台磯郎
伝子氏
住区 釘

ひ

朝
刊
町
川
身
の
卜
八
円
俊
明
氏
（
筑
波
大

今
助
教
俊
成
米
大
講
師
〉
が
こ
の
ほ
ど
、

筑
波
火
学
教
授
に
、
ま
た
、
高
品
俗
太
郎

氏
（
神
ぷ
川
県
桜
沢
市
民
病
院
副
院
長
）

が
、
附
例
以
市
庁
吋
一十八円
f
医
学
部
紙
一一一
内
制
教

授
に
川
河
附
さ
れ
ま
し
た
。

火
山
氏
は
、
昭
和
却
年
に
波
大
医
学
部

を
卒
業
、
川
・
火
医
学
部
で
併
犯
に
励
ん
だ

医
学
問
し
し
。

刊
日
年
に
渡
米
し
、
ォ
レ
コ
ン
大
学
で
肌

汁
問
の
作
化
学
的
側
究
で
築
制
を
あ
げ
ら

れ
、
刊
年
に
財
間
決
人

・
．一一
州
医
学
研
究

振
興
財
川
か
ら
別
行
印
刷

ω研
究
で
ぶ
惨
さ

れ
る
栄
作
に
附
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
尚
邑
氏
は
、
昭
和
お
年
に
京
大

医
学
部
を
卒
業
後
、

2
年
間
同
大
で
イ
ン

タ
ー
ン
と
し
て
修
似
の
あ
と
、

医
学
部
第

二
内
科
に
入
り
、
医
学
際
士
を
取
得
。

初
年
に
、
繍
浜
市
立
大
助
教
授
に
迎
え

ら
れ
、
次
い
で
何
年
に
藤
沢
市
民
病
院
副

院
長
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
氏
は
、
糖
尿
病

や
骨
の
臨
床
分
野
で
は
第

一
人
民
告
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

さあ報広
同和32年 8JI 8日

一・・・3..使・B町

沿
線
火
災
防
止
に
ご
協
力
を

ζれから農繁期を迎え、線路付近

等の枯草処理をされるととと思いま

すが、列車は、引火しやすい軽油を

燃糾としていますし、線路には延焼

しやすいビニール製のケーブル等が

あり、枯草等を焼かれる時に燃え移

りますと列車の運転に支障をきたし

ますので、次の点に注意して行って

ください内

①沿線の焼却作業に先だち213日

前に保制服支区または駅に日時等を

連絡して立会指導を求めてくださ

い。そして焼却作業には必ず看視

人をつけるようにしてください。

①国鉄用地内に延焼しないように事

前に制邸の刈り取りをするように

してください。

①野火等により列車を止めた場合に

は、県需品川をいただく乙とがあり

ます。

なお、詳しいことについては泊保

線支区ハ舎3H1341）または泊

駅（き3H0061）へお問い合せ

ください。

I 2新 朝

岨（ ~ i課務旋 長線 円.... 

潟1 町
54 
年永 人
2 

自財 旧 事月 口
10 
日栄

付） 治

表
題
シ
リ
ー
ズ

「民
家
を
た
ず
ね
て
」
を

お
わ
っ
て

一
年
に
わ
た

っ
て
紺
介
し
て
ま
い
り
ま

し
た

「
民
家
を
た
ず
ね
て
」
の
特
集
に
あ

た
り
、

朝
日
町
に
現
化
伐
っ
て
い
る
カ
ヤ

糞
の
家
な
ど
百
数
十
軒
の
古
民
家
を
H
H川
地

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ζ

れ
ら
の
佳
築
年
代
を
調
べ
る
と
、
印

年

t
叩
年
ほ
ど
州
に
他
村
か
ら
古
い
家
を

買
っ
て
き
て
辿
て
似
し
た
も
の
が
多
く
、

現
机
の
家
凶
紙
祭
の
経
済
状
態
と
は
火
症

な
柑
巡
を
以
わ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。そ

し
て
、
そ
れ
ら
の
’延
々
に
は
そ
の
村

な
り
町
な
り
家
業
な
り
の
そ
れ
ら
の
生
活

に
過
し
た
締
え
が
な
さ
れ
、
生
き
た
作
活

文
化
史
を
見
る
川
心
い
が
し
ま
し
た
。

広
報
に
姻
山刊
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
公
に

は
、
幾
度
か
家
の
内
部
や
、
叱
入
っ
た
話

ま
で
見
聞
き
さ
せ
て
い
た
だ
き
火
変
御
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
、
こ

こ

に
紙
上
を
か
り
で
附
く
御
H
山色富
山中
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
ご
制
介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が

ど
協
力
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
万
々
に
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

ζ

れ
ら
先
制

の
文
化
辺
庄
が
近
代
化
の
波
に
も
れ
け

ず
水
く
保
打
附
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
望
み

ま
す
。な

お
、
解
説
は
清
原
委
付

〈笥
山
県
民

俗
の
会
会
員
）
、
ぷ
題
の

A
は
、
間
部
委

員
が
担
当
し
ま
し
た。

〈
広
報
制
策
安
員
会
〉

…

：

p

た
り
色
々
の
制
み
ん
で
制
み
あ
げ
州
舷

…

、

Apo
－d

＝－．
T
ん
怠

R
a山
J

と
し
て
用
い
た
。

…

e

d

－
－
；
・
1
t
、

竹
の
網
代
は
週
刊
な
す
き
間
が
あ
り

…

一

限
ら
れ
た
回
数
の
小
で
、

朝
日
町
に
杉
仮
よ
り
非
脱
水
性
で
雨
は
じ
き
も
良

一

一
現
存
す
る
農
家
、
約
家
、
尚
家
等
の
古
く
建
物
の
外
暁
の
眼
を
ほ
ど
よ
く
保
護

…

一
い
民
家
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
す
る
役
目
を
は
た
し
た
。

一
月
は
、
こ
れ
ら
の
山
い
民
家
に
付
随
す

生
活
の
智
恵
か
ら
生
ま
れ
た
乙
の
制

一

一
る
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
の
中
か
ら
単
ぬ
尚
代
も
朝
日
町
で
践
っ
て
い
る
の
は
2
t

h

一
磁
の
運
命
に
あ
る
物
を
取
り
上
げ
引
み

3
の
家
の
胞
阪
と

し
て
だ
け
と
な
っ

一

一
ま

し

た

。

た

。

げ

一

お

お

ど

ぷ

紙

写

真

の

制

代
の
服
仮
の
・
家
は
、

…

一

大

戸

蛭
谷
地
内
の
も
の
で
あ
る
。

一

一

おお
とぐ
h

h

り

や

～

土
問
の
川
人
け
を

つ

xρ
口
」
と
い

割

屋

…

一

っ
て
家
の
川
入

U
と
し
て
火
切
な
と
乙
泊
町
の
町
微
に
川
M．と
い
う
家
が
あ

…

…
ろ
と
考
え
ら
れ
て
Y
た
。

る
。

…

そ
ζ
に
は
1
火
川ー

と
い

う

板

戸

が

朝

日

町

で
の
川
Mm
と
い
ジ
バ
取
に
は

…

一
た
て
ら
れ
て
い
る
υ

三
つ
の
意
味
が
あ
り
、

↑
つ
は

一
軒
建

一

…
大
戸
に
は
引

μ「んの
，
什
引
L

の
も
の
の
ん
み
を
二
つ
に
分
別
し
て
二
戸
と
し
て

一

一
も
あ
れ
ば
、
上
に
押
し
上
げ
る

，
せ
り

使
用
す
る
ζ
と
を
い
い
、
他
の
一
つ
は

一
上
げ
太
一戸
」
、
内
側
に
は

ね

上

げ

る

オ

エ

（糾
凶
〉
を
泌
内
に
二
つ
に
区
切

一

山
「
は
ね
上
げ
ト
八
。い
L

、
内
側
に
聞
き
計
り
・
一
部
Mm
に
し
て
．伝
切
っ
た
部
Mm
を

…
せ
る

「
聞
き
い
八
パ
ー
が
あ
る
。

ソ
リ
ヤ

ま
た
は
、
わ
リ
ヤ
と
い

っ
て

…

－K
．い
に
は
ぷ
日
ー
が
つ

い
て
お
い
る
。

一
り
、
内
側
に
は
川
り
附
子
が
は
め
込
ん
い
ず
れ
も
人
円
筒
民
地
で
の
生
活
上

…
で

あ

る

。

か

ら

生

ま

れ

た

ん

法

で

あ

ろ

う

。

一

朝
日
町
に
は
、正に
、
開
き
式
の
十
〈

μ
m
u
mの
反
対
に

2
t
3
U引
の
家
を
述

’

～
が
大
商
家
や
地
ト
仁
川
の
旧
復
、－
K
農

家

航

、

一
軒い
m
に
し
た
家
も
町
並
に
は
あ

一

一
の
ほ
か
遊
祁
の
家
々
に
も
あ
っ
た

が

、

る

《

…
現
伐
使
則
さ
れ
て
い
る
小
〈

μ
は
数
え
る
こ
れ
は
、
家
の
脱
出附
が
（
切
古
平
人

一
ほ
ど
し
か
な
く
な
っ
て
し
ま
4

た

。

り

ソ
同
じ
に
作
ら
れ
て
あ
る
の
が
隣
同

一

点
紙
写
真
の
小
人
い
は
、
荒
川
3
J
H

IUの
時
、
何
か
の
事
的
で
一
万
の
・
援
に

…
の
ト
〈
凶
弥
・
太
郎
氏
℃
の
も
の
で
縦
印
β

買
い
取
ら
れ
、
境
川
の
惜
を
双
方
破
つ

一

3

1

1

て
隣
同
ぷ
の

3
Nの
笠
間
を

つ
な
い

一
×
繍
5
践
の
明
り
陣
子
i
付
き
の
品
川
．

一

ー

ー

で

、

屋

般

も

終

ぎ

4
M
W

の
家
に
改
造
し

一
が
あ
る
聞
き
何人ト
八
川
で
あ
d
。

一

ァ

た

も

の

で

あ

る

o

v

あ
じ
ーっ
か
B
い
P

L
と
み
ム

ー

も
た

一

網

代

塩
級

以
上
の
よ
う
に

「
部
．同」

や

「
仕
縛

～

や

わ’
て
れ
ん
じ
ご
う
t

一
建
物
の
外
阿
り
は
な
ん
ら
か
の
材
料

庖
」
と
い
う
氏
側
に
明
連
子
絡
子
（
ム

一
で
土
壁
を
風
情
つ
か
ら
守
っ
て
い
る
。
ス
コ
ザ
マ
〉
を
た
て
た
店
を
し
ま
っ
た

…

そ
の
材
料
の

．
つ
に
告
は
、
竹
の
制
家
と
い
う
意
味
の
家
な
ど
多
く
の
建
築

一

代

が

使

わ

れ

た

。

文

化

泊

康

が

あ
り
、
後
世
に
残
し
伝
え

…

竹
の
援
を
紋
織
形
や
平
線
形
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

, ,J.，，.，，一、，向一…、目、．、、、

(5) 
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丸

山

塚

川

／

k

常
福
寺
川
宮
崎

、
，

川

｛
ゃ
ぐ
r
ゃ
、
折
つ
定
本
を
返
さ
ぬ
刀
、

川

混
と
ぬ
か
と
君
う
J

川

『－
D
濠
の
由
来
や
形
式
を
人
は
き
う
。

川

7
．】へJ

N

泡
の一

得
を
支
配
し
て
・
’

F

心
中
コ
川

叫んハし陪酔源問仲いの
漬
婁
L

と
3

ま
と
『
町
山
－

τ
川

後
円
演
が
犬
小
二
つ
ご
て
「
並
ん
だ
珍
し

川

口
E
湧
H
Z
e

と。

川

あ
る
い
は、

φ
突
の
学
者
日
く
、
こ
れ

川

H
4
2
然
の
な
ぜ
る
旭
形
作
悟
り
L

と。

川

〈
写
真
は
丸
山
也
事
V

川

心
』
刷
品

川

一
品
岬
市

川

一仁
｝
川

・即

時

川

JJ
羽

川

？
、
町

川

一下

山

誠

一

－
a
F

仲

(36) 
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お
ぬ

おで
《た
φど

；色d

~ 

（
昭
和
臼
年

2
月
白
日
現
在
）

お
す
こ
や
か
に

機宮

崎

上
積
尾

織
向
町

沼

保

中
道
下

平
柳
一

平
柳

一

日
東
町

桜

町

旭
ケ
丘

旭
ケ
正

草

野

赤

川
小

更
高

畠

高

畠

下
山
新

繍

迫

O
宮

崎

O
西
下
町

O
上

町

O
絵
涛
町

O
荒
川
五

O
栄

町

O
栄

町

（
赤
ち
ゃ
ん
竃
生
）

水

尚

義

主

小

森

之

夫

藤

井

万

利

舟

僚

誠

大

村

界

岩

川

隆

山
川

必
雄

平

野

清

彦

石

本

英

生

南

部

隊

彦

大
久
保
義
信

舟

見

芳

政

篠

川

邦

夫

新

m
英
雄

中
嶋
一
相
生

小

額

外

良

土

井

敏

興

住

吉

花

吉

大

介

沌

掛

お
く
や
み

水

島

係

一

藤

附

す

げ

居

波

助

太

郎

償

山

は

る

占

江

徳

絵

水

防

総

作

杉

川

消

作 死
長長長 三 長 長 二三 長長長 二 長長長二 三二 長
女 女 女 女 男 男男男女間男女女男女女女男兇

容 ii巨 輿 恒 雄 洋則み f干．英 園 理 健 智志み尚正
紀太ど 津

織子阻恵郎 樹 志芳り一 樹 絵沙史里子か之 貸

櫨
拠
柑

m
a車裏
の
小
路
公
つ
は
線
道
方
通
っ

て
い
る
〉
を
行
き
、
谷
川
の
四
胞
を
δ
に
登

る
と
、
じ
ゅ
う
ふ
く
じ
し
〈
骨
南
港
寺
ぜ
と

M
Wぶ
山
に
着
く
e

首
、
常
渇
ーっ
と
い
う
号
ガ
努
っ
と
－Y
L

M
U
ら
さ
旬
げ
ら
れ
だ
と
い
う
ガ
、
定
力
で

JV

‘e
 －の

合
同
地
の
入
口
舗
に
、
下
か
ら
田
空
U

F

－F”の
い
ら
ず
V

と
．
子
百
斧
不
入
の
樹
木
か
と
白
河
遭
う
本

叫
ん

も
b
λ
u

。

ξ
J
U
T
－見
る
と
茂

っ
て
い
る
の
は
‘
植
田
過

の
樹
木
仲
悼
の
に
罵
〈，

こ
の
樹
木
は

一
つ
の

塚
の
主
に
茂
っ
て
い
る

m
w肖
ι＃
υ
、、」
mwgmV事
与
省

の
人
々
は
、
ー
丸
山
」

ま
と
は
1

小
丸
山
し
と

一言ロ
い
伝
え
て
き
疋
。

近
年
、
ゆ
な
ら
す
も

、
常
唱
号
芭
演
」・。と
名

ガ伝・
U
丞
え
ら
れ
て
い

λ
u
，
 

リ窃
ふ
り
、
こ
の
ぼ
の

山剛ょ
の
げぬ
九円
を
人
門
・ベ

判事．

JC
さ
疋
．

・」
わ
尽
き
いド
h

M

・4
f

芯
る
ご
」
の
P

壊
の
停
不

事
二
本
で
も
折
る
と
、

そ
の
副
院
に
何
者
か
ガ
そ

の
人
の
伐
元
に
立
右
子
．

の
人
の
名
を
師
時
ぴ
、
。

亡
）60 67 68 85 82 64 50 

議議議議 議 議 議

O
平
柳
一

O
旭
ケ
丘

O
月

山

O
趣

O
小
在
池

O
藤

塚

．内

川

は

る

－pa

－－
a
d
H
H
F

’J
 

4
μ
r
h
u
M
な
J

｛

！

・・

川

p
b
p

ゅ
，
竹

名

M
岨

収

作

九
閉
ま
つ
ゑ

花

介

勝

治

83 76 63 83 0 78 
議議議議議滋

新
着
図
書
案
内

H
朝
日
町
中
央
図
書
館
H

一
一
般
図
・

す

ば

ら

し

い

世

界

国

際

情

報

社

あ
な
た
と
年
金

N

H

K
制

昭
和
十
三
年
生
ま
れ

阿

山

諒
一関
新
社
編

深
代
惇
郎
の
書
円
谷
日
一川
山

際

代

停

郎

第
三
次
位
界
大
峨

ジ
コ
ン
ハ
ケ

ッ
十

洛
諮

三

百

年

小

・

凶

貞

二
綱

耳

目

激

石

論

泌

央

市

必

俳

句

歳

時

記

作

秋

講

談

社

親

で

あ

る

条

件

山

中

川

志
郎

水
木
し
げ
る
不
似
滋
旅
行
水
木
し
げ
る

瓜
生
島
沈
没

加

雌

知

弘

ギ
ネ
ス
ブ

ッ
ク

鴻

談

社

目
玉
の
体

操

山

い

ケ

原

伸

・

4

海
外
と
は
日
本
人
に
と

っ
て
何
か

城
山

10 
lllt 

小

観

大
浪
花
諸
人
柱
形

新
源
氏
物
語

一
、．

一
一
絃
の
琴

恋
の
あ
と
の
恋

花
束
と
抱
機

殺
意

茜
霊
の
渦

梅
雨
と
西
洋
風
川

二
人
が
消
え
た
夜

花
魁
み

中
納
苫
秀
家
夫
人
の
ル

hM
省
明

日以
矢

川

辺

刷
出子

宮
尾
登
美
子

加
泣
秀
．
一一

曽

野

敏

子

水

野

泰

治

黒

岩

重

訂

松

本

清

張

富

島

健

夫

渡

辺

淳

一

巾
出

制

子

~~ 
村

－注
品
別
川
ボ
つ
る
と
き

児

書
風

．．
 

ク
イ
ズ
パ
ズ
山
戸
教
術
一
川
の
よ
く
な
る
な

ぞ
な
ぞ
あ
そ
び
な
ぞ
な
ぞ
遊
び
で
ち
え

を
み
が
ζ

う

乙

ぎ

つ

ね
コ
ン
と
ζ

だ
ぬ

き
ポ
ン

お
つ
か
い
ね
乙
ね
乙
乙
ね
ζ

か
ば
く
ん
か
に
む
か
し
へ
ぴ
の
ク
リ

ク
ク
l

ぐ
る
ん
ぱ
の
よ
う
ち
え
ん
っ

と
む
く
ん
の
か
ば
み
が

き

お

し
い
れ
の

ぼ
う
け
ん
は
け
た
よ
は
け
た
よ
た
ま

ご
と
ひ
ょ
ζ

だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
て
ん
ぐ

ち
ゃ
ん

た
ろ
う
の
お
で
か
け
ひ
と
ま

ね
乙
ざ
る
か
も
と
り
と
ん
べ

。
み
ん
な
の
図
省
館
で
す
。
誰
で
も
無
料

で

一
人
2
附
2
週
間
借
り
ら
れ
ま
す
。

寄
間
関
曾

平
野
泰
太
郎
さ
ん
よ
り

間
和
瓜
拡
集
会
二
十
巻

円
本
の
伝
説
令
二
十
巻

古
典
名
活
字
典
く
す
し
字
解
説
字
山
内 喝

行

(6) 
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H
5
月
何
日
ま
で
由
申
告

・
納
付
H

日目

労
働
保
険
の
閉
山
相

M
年
度
の
級
官
昇
保
険

料
と
昭
和
臼
年
度
の
徽
定
保
険
制
の
申
告

納
付
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し

た。
こ
の
申
告
mw
は
何
さ
ん
が
自
ら
保
険
料

を
算
定
し
、
削
減
行
等
の
悠
口
で
申
告
曲
目
と

保
険
料
と
同
時
に
納
付
し
て
い
た
だ
く
乙

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
別
途
送
付
さ

れ
た

「
労
働
保
険
料
申
告
書
」
な
ら
び
に

「
お
知
ら
せ
」
を
参
照
の
う
え
、
早
め
に

申
告
、

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
酸
、
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

も
よ
り
の
労
働
基
準
敗
僚
磐
ま
た
は
公
共

附
職
業
安
定
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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W
小
・
中
学
校

卒
蝶
式

・
入
学
式

ー’II2 8 3’ ひさ

n
$・需
式

小
学
校

小
学
絞

O
入
学
式

小
学
仲
代

ド
F
校

3
月
初
日
（
L
k

d

3
N
Hけ
（
ト
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相談ごとご案内

政

時 3月第2火雌日
午前10時～，，.後 3附

渇所朝日町福祉センター

相談員川上第一（宮3-0050)

談相〈行

日

‘．、司
．，zg
j喝

』
令
l
司

白

守

4

・1
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入

存分の日

..... 
I，宅彼18臼

21日

L政送記念円

位界気象デー

月）

電気記念日

（卯4月

22日

23日

25日
O
入
所
式

ilt界保健デー78 

花まつり

婦人週間

8日

10日

4
月

4
日

（
水
）
午
前

9
時
初
分

な
お
、
時
間
に
つ
い
て
は
、
多
少
変
更

す
る
保
再

Hmが
あ
り
ま
す
。

3月20日 ω
午後 1時～午後4時

朝日町福祉センター

人権鍵護委員

上国憲二（雪2-0127)
在国佑芳（含2-2164)
小沢浩（舎3-3000)

A人権法 律相 談

時

渇所

相談員

日

ム心配ごと相 談

時毎週火曜日

午前10時～午後3時

所朝日町福祉センター

(1!'3-0576) 

日‘，E
4od
e
a－p
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・－4
・

3
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停
制
度
の

ご

利

用

.. 
官

朝
日
簡
易
裁
判
所

－
お
金
を
貸
し
た
が
返
し
て
く
れ
な
い

．
貸
し
た
家
を
明
け
波
し
て
く
れ
な
い

・
自
動
車
に
は
ね
ら
れ
て
け
が
を
し
た
か

ら
治
療
代
が
ほ
し
い

－
夫
婦
や
親
子
の
間
が
う
ま
く
い
か
な

な
ど
、
併
さ
ん
の
臼
常
生
活
に
僚
級
な

関
係
の
あ
る
ζ
う
し
た
争
い
や
、
請
求
に

つ
い
て
公
買
に
解
決
す
る
裁
判
所
の
手
続

の
一
っ
と
し
て
調
作
制
度
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
手
続
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
在日制山

の
裁
判
所
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

別
に
費
用
は
い
り
ま
せ
ん
し
、
相
談
に

つ
い
て
の
秘
僚
は
問
く
守
ら
れ
る
ζ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
内

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お『

.ill 

も
朝
日
町
簡
易
必
判
所

。
富
山
家
低
減
判
所
朝
日
出
版
所

（
雪

2
H
0
1
5
6）

f
i
f
j

；
 

ti 

ム交通事故巡回相絞

① 日時 第3月曜日

午前10時～午後3時
黒部市中央公民館

第3木曜日

午前10時～午後3時
泊所県魚津総合庁舎内

魚津地方県民相談室

湯所

①日時

白也

B
s
t

四

・a

・

？！
t
j

i－
－
 

第
地
区

渡
辺
カ
ツ
ヨ

・
ぷ
白
州
連
明

・
次

烏
清
ご
7
河
村
美
利
子

・
水
島
梢

…

宮
崎
地
区

成
品
済
制

・
府
議
日
現
け

・
竹

谷
節
夫

笹
川
旭
区

勝
川
減

一
・
竹
内
約
千

・
小

体
千
代
美

泊
一
区

篠
山
花
・川
・
近
江
総

・
前
回
地
利

ぶ
で
白
崎
川
勝
義
－
M
似
ド
M
則的欠

・
出
阿
川
和

雄
・
山
口
前
向
克
子

泊
二
区

篠
同
級
紀
・
刷
限
付
小
学
子

・
々
川

正
美

・
大
久
保
忠
夫
子

・
ト人
．山
内
刊
美
江

泊
三
区

竹
小
千
胤

・
佐
渡
刃
勝
・

平
川

主主主
va

、、、主主主、主主苔毛、
主主文主主誌。豆
、、ま主主主主主主主芸品ま
s
x
s
eぷ
ミ
E
X
S

芸
誌
、
父
、
区
、

、
、
‘
ぜ
文
芸
主主
誌、－
E

主
主主父蕊式事守主主誌、、

加
本
を
ね
た
き
り
巨
人
へ
と
指
定
得
附

vw白
崎

尚

Mm利
火
さ
ん
よ
り

2
千
加
川

を
交
通
遮
児
へ

V
殿

町

内

出

．
大
さ
ん
よ
り
叩
川

－

m

川
硬
貨
を
！
万
脳
川

マ
束
三
浦
と
く
れ
の
ん
よ
り
5
千
円

γ
荒
川
込
応
新
作
さ
ん
よ
り
卜

ν
l
一一

ン
グ
ズ
ボ
ン
印
出
と
、
式
服
6
約

九

V
竹
の
内
任
問
い
が
子
さ
ん
よ
り
買
物
の

つ
り
銭
を
絞
め
た

5
千
何
円

円

v
凶
保
本
川
千
代
乃
さ
ん
よ
り

3
千
円

マ
州
都
野
在
川
品
川
の
さ
ん
よ
り
ね
た
き

η

老
人
へ
電
気
E
向
3
枚

，愛の献血

協力者芳名 －1月実鎗分一

今日の献血が

あすのあなたを

保障ナる

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
福
祉
の
た
め
に
と
、
次
の
か
た
が

た
か
ら
轡
窓
の
預
ぷ
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
荒
川
市
爪
判
久
さ
ん
よ
り
亡
父
判
作

さ
ん
の
供
廷
の
た
め
、
一
向
山
ハ
返
し
の
．

部
川
万
円

マ
宮
崎
と
く
併
の
必
よ
り
一
川

・
百
円

硬
貨
を

2
千
加
円

マ
お
野
在
川
ポ
惨
さ
ん
よ
り
！
万
円
と

白
米
4
斗
5
汁
－
G
K叩
1
伏

・
タ
オ
グ

ぶ
成

・
平
川
成
問

・
．敬
市米
拡

・
河
村
茂

子
・
平
仮
利
歌
子

・
長
谷
間
子

・
剣
揃

作
明
・
古
市
イ
ミ
子
・
治
川
知
覚
治

・
佐

久
間
明
美

・
魚
津
信
州

五
箇
庄
治
区

河
村
伴
子

・
長
谷
川
祭
々

子

・
山
手
妙
子

・
沢
川
治

・
凶
問
ゆ
み

子

・
折
一戸
す
ず

f
・
重
野
弘
・
佐
渡
秀

て
・
重
野
久
子

・
折
戸
郁
夫
・
長
谷
川

年
同

・
浜
川
引

富
岡

a陣
地
区

痢
地
宏
之
則
・

μ崎
利
子

・

南
部
由
貨
子

・
内
十
川
万
附

・
松
原
静
子

米
丘
英
一

・
迫
用
幸
子

・
山
中
村
和
移

・

山
山
弁
明
崎
町
・
勝
似
成
人

山
瞳
晴
地
区

小
山
実

・
じ
沢
品
川

・
水
野

此
徳

・
安
述
一
正

－
U
似
庄

↑
・
山
本

悦
子

・
州
名
刺
川
町

・
長
崎
悼
筑
前

大
窓
産
地
区

体
般
七
〈

・
杉
本
山
V
よ
ゑ

・

広
川
山順
子

・
射
病
総
必

・
迫
ド
消
・
行

ル
拙
何
人

・
青
木
城

・
以
川
内
的
・
沢
ル

ぷ
史
子
・
M
H
ト
ホ
刷
子

（刊
。引）

(7) 

唱

l
p
O守
f
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（決められた日時に受けられない方は）
最寄りの会場で受けてください． ／ 
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帳

－

手
帽
子
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母

↑

一

一
区

一

保

崎

庄
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泊

保

一

日

箇
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南
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五

一

釦

問
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地
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一
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箇
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一
」
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大

一
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館
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一一

一

病
一
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二

三

ル
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二
側

一

土

ア

一
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一
郎
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間

i
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一
後
初

一
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一
後

一r
一
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一
後

九
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一

後

ト

一

後

前
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一
午
仁

一
午

仁

一
午

Z
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一

牛
れ
わ
一
午
ト
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一

午

午

？

一

土

問
一
向
了

一
。
一
向
一
山

一

間

一

川

一

土

問
一
日
一一

町
一
日
一
生
日
目

一

象

一

J

－
1

一

o

m

：一

3

．

一

d

一

一

七

年

一

帰

一

3

一

一

夫
一

日

一

日

一

2

妊
一

一

一

診

一
診

一
日
査

児

診

一

級

一

ン

査

一

査

縄

一

検

一
検

一
脱

一
月

一

戸

一

リ

貨

児

一

カ

・
5

一

一
節

一

一
月
一関

一一
一
親

一

一

3

一
股

検

一
1
検

母

一

母

子

保

健
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核

月 〉く4

考対場~ 
:s: 業

歳児

主事
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// 

検査料 1,500円

母子 手 帳持参

。

，， 

4ア

// 

イシ，， .ii 

境、宮崎、笹川｜、泊
母子手帳持参

，， 

// 

I向保、ill I崎

大家 jE、Ji.笛 庄

1・：30～3:00
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検
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w
h
明
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ty
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｛本位

予 ；

防 ！B

成 ｜

人

病

予

防

保

明
る
い
選
挙
は

私

た

ち
一
人
ひ
と
り
の
手
で

選
挙
は
、
私
た
ち
の
ね
ら
し
の
胤
い
を

政
治
に
反
映
さ
せ
る
般
大
の
ιr’
M
1

ン
ス
で

あ
り
、
私
た
ち
の
1
焼
は
傍
ら
し
を
よ
く

す
る
た
め
の
貴
重
な
H

恵

思

表

示
H

で

す。
ζ

れ
か
ら
の
政
治
を
任
せ
る
人
を
選
ぶ

に
あ
た
っ
て
、
私
た
ち
は
冷
静
に
仰
い
の

な
い
l
票
を
投
じ
た
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
み
ん
な
の
1
察
が
医
し
く
政

治
に
生
か
さ
れ
る
た
め
に
は
、
選
挙
は
公

正
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

－~君ntt~.a~~'J~路軍司j;iJM岡田・

きれいな選 挙は

‘三怠い運動”から

‘
 ．．
 

J

a
u・
ザ以

か
u

，ρ

M
L
P

り
山、

取
主

T
J

S
A
 

接援護r. ~~~~r、

4
月
8
日
の
統

一
地
方
選
を
削
に
、
公

正
で
明
る
い
選
挙
を
実
現
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
有
権
者
が
心
得
て
お
き
た
い
基
本

的
W
l
w
の
い
く
つ
か
を
紺
介
し
ま
す
。

現
職
の
議
員
は
も
ち
る
ん
、
候
備
容
や

立
候
舗
の
意
思
の
あ
る
人
が
、
選
本
区
内

の
人
に
す
る
寄
付
は
、
組
制
肢
に
対
す
る
場

合
な
ど
特
別
な
ケ
l
ス
を
除
い
て
、
い
か

な
る
名
義
で
あ
ろ
う
と
も
、
い
っ
さ
い
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
引
総
長
も
得
付
を
求
め

噌

l
p
o
n
o

た
り
、
受
け
取
っ
た
り
し
て
は
い
け
な
い

の
で
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う。

こ
の
「
寄
付
の
禁
止
」
は
、
選
挙
に
閲

す
る
も
の
と
否
と
を
問
わ
ず
、
日
常
の
あ

ら
ゆ
る
場
合
に
つ
い
て
あ
て
は
ま
り
ま

す
のこ

こ
で
い
う

「
寄
付
」
と
は
、
お
金
や

け
川
物
を
贈
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
財
産
上

の
利
益
を
提
供
し
た
り
、
約
束
す
る
相
場
合

も
含
ま
れ
ま
す
。

μ一
体
的
な
例
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
な

も
の
で
す
。

。
お
中
元
や
歳
様
、
出
産
、
入
学
、
卒

業
、
閉
店
な
ど
の
祝
い
を
贈
る
ζ

と

。
お
弊
式
の
際
、
香
山内
や
花
輪
な
ど
を
出

す
こ
と

O
即
日
り
や
催
し
物
に
お
金
や
酒
な
ど
の
提

供
す
る
ζ
と

似
補
者
や
政
治
家
な
ど
の
寄
付
に
つ
い

て
は
、
選
挙
の
時
は
も
と
よ
り
、
常
日
ご

ろ
か
ら贈

ら
な
い

、J

求
め
な
い

2

受
け
と
ら
な
い

併

の

J
一な
い
運
動
で
H

き
れ
い
な
逃
が
を

．
－
m

心
が
け
ま
し
ょ
う
の

料，z、、
(8) ( 2 ) a・41( 0 ) 者。亮•1 件2月の町内受通事故

19.469人

位帯数 5.020戸

54年3月1日現在

9.194人

10.275人

本町の人口

女

言「

努


